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スポンジしぼりスポンジしぼりスポンジしぼりスポンジしぼり    

      ご家庭でも、子ども達は 

     お水 を触 るの が大好 き で 

は ない でし ょう か。 この お仕事 も そ 

の 大好 きな もの の１ つで す。２ つ の 

ガ ラス のボ ウル を用 意し 、一方 に 入 

れ た水 の中 に、 乾い た海 面のス ポ ン 

ジ を 入 れ る と 、 ム ク ム ク と 膨 ら み 

ま す。 その スポ ンジ の水 をもう 一 方 

の ボウ ルに 移し て絞 りま す。触 感 覚 

が 刺激 され て楽 しく 、注 意深く 洗 練 

さ れた 動き が自 然と 身に つき、 自 信 

や 自立 心に も繋 がっ てき ます。 気 が 

済むまで、やらせてあげたいですね。 

    感覚教材の１つで、６つ 

    の引き出しに色々な図形が 

それぞれ分類されて入っています。 

子 ど も 達 は 、 １ 段 ず つ 見 た り 触 っ 

た り し な が ら 、 微 妙 な 形 の 違 い を 

見分け、木枠にぴったりと“はめる” 

ことを楽しんでいます。また、モン 

テ ッ ソ ー リ 教 育 で は 、 最 初 か ら 正 

式な名称を教えますので、「これは 

正方形」「これは円」「これは正三角形」

などと言っています。お部屋の中から“同

じ形探し”も楽しいですね♪ 

幾何たんす幾何たんす幾何たんす幾何たんす    銀行ごっこ銀行ごっこ銀行ごっこ銀行ごっこ    

     数教具の花形ともいえるお仕事で 

    す。モンテッソーリ教育では、子 

ど もが １か ら１ ０まで の数 と量 をし っか 

りと理解したなと思ったら、次は１. 10 . 

1 00 .10 00 という４桁までの“位”を 

教えてしまいます。それも、ビーズを使っ 

て ！ビ ーズ だか ら、目 に見 えて 量が グン 

グ ン と 多 く な る の で す 。 子 ど も の 理 解 

出来る“感覚”に訴えていて、ちょっとお 

もしろいでしょう？今、流行り出している 

の は 、 ど ん ど ん 足 し て 多 く な っ て い く 

“たしざん”です。どんどん少なくなって 

いく“ひきざん”、同じ量で増えていく“か 

けざん”や、みんなで同じに分ける“わり 

ざん”などもありますよ。ゆっくり楽しみ 

ながら進めますね。 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは決し

て言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子ども達は、自分でお仕事を選びます。私達は１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切にしています。

時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私達は、観察を通して適切な

誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

    新年度新年度新年度新年度がスタートしてがスタートしてがスタートしてがスタートして、、、、1111 ヶヶヶヶ月月月月がたとうとしていますがたとうとしていますがたとうとしていますがたとうとしています。。。。どのおどのおどのおどのお部屋部屋部屋部屋もももも私私私私たちがたちがたちがたちが大事大事大事大事にしていることはにしていることはにしていることはにしていることは、「、「、「、「子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち

がががが生活生活生活生活のののの主人公主人公主人公主人公であるであるであるである」」」」ということですということですということですということです。。。。プライマリーではプライマリーではプライマリーではプライマリーでは、、、、早早早早くもくもくもくも子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち同士同士同士同士のつながりがのつながりがのつながりがのつながりが強強強強くなってきていくなってきていくなってきていくなってきてい

ますますますます。。。。年長児年長児年長児年長児のののの新青新青新青新青バッチさんバッチさんバッチさんバッチさん中心中心中心中心にににに活発活発活発活発なななな動動動動きがみられますきがみられますきがみられますきがみられます。。。。それはおそれはおそれはおそれはお当番活動当番活動当番活動当番活動でででで、、、、中中中中でもでもでもでも食事食事食事食事のののの準備準備準備準備のののの時時時時ですですですです。。。。

「「「「○○○○○○○○ちゃんこっちのテーブルにちゃんこっちのテーブルにちゃんこっちのテーブルにちゃんこっちのテーブルに持持持持ってきてってきてってきてってきて」「」「」「」「テーブルクロスはあとテーブルクロスはあとテーブルクロスはあとテーブルクロスはあと何枚何枚何枚何枚いるいるいるいる？」「？」「？」「？」「先生先生先生先生はどこではどこではどこではどこで食食食食べるべるべるべる？」？」？」？」そんなそんなそんなそんな

会話会話会話会話がががが聞聞聞聞かれますかれますかれますかれます。。。。子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは、、、、最後最後最後最後までまでまでまで自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで行行行行なっているんですよなっているんですよなっているんですよなっているんですよ。。。。このこのこのこの時時時時にににに私私私私たちたちたちたち大人大人大人大人はどはどはどはどのようなのようなのようなのような配配配配

慮慮慮慮がががが必要必要必要必要でしょうかでしょうかでしょうかでしょうか？？？？それはそれはそれはそれは必必必必ずずずず同同同同じじじじ場所場所場所場所にににに同同同同じじじじ物物物物がありがありがありがあり、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが取取取取りだしやすいりだしやすいりだしやすいりだしやすい位置位置位置位置にににに整整整整えてあげることですえてあげることですえてあげることですえてあげることです。。。。

そうすることでそうすることでそうすることでそうすることで子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは、、、、必要必要必要必要なななな物物物物をををを取取取取りだしりだしりだしりだし、、、、役割役割役割役割をををを決決決決めてめてめてめて自分達自分達自分達自分達でででで進進進進めていけめていけめていけめていけるのでするのでするのでするのです。「。「。「。「自分自分自分自分はははは大切大切大切大切なななな存在存在存在存在

でででで、、、、まわりのまわりのまわりのまわりの人人人人たちからたちからたちからたちから必要必要必要必要とされているとされているとされているとされている」」」」とととと感感感感じることができますじることができますじることができますじることができます。。。。誰誰誰誰かのために･･･ぞんなかのために･･･ぞんなかのために･･･ぞんなかのために･･･ぞんな実体験実体験実体験実体験をををを繰繰繰繰りりりり返返返返しながしながしながしなが

らららら、、、、子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち自身自身自身自身でででで自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの生活生活生活生活をををを準備準備準備準備しているのですしているのですしているのですしているのです。。。。「「「「4444 月月月月はじめのこのはじめのこのはじめのこのはじめのこの時期時期時期時期におにおにおにお当番活動当番活動当番活動当番活動がががが自分自分自分自分たちでできたちでできたちでできたちででき

るのでしょうかるのでしょうかるのでしょうかるのでしょうか？？？？」」」」とととと思思思思われるわれるわれるわれる方方方方もいらっしゃいますかもいらっしゃいますかもいらっしゃいますかもいらっしゃいますか？？？？ごごごご存知存知存知存知のとおりモンテッソーのとおりモンテッソーのとおりモンテッソーのとおりモンテッソーリリリリ教育教育教育教育によるによるによるによる異年齢混合異年齢混合異年齢混合異年齢混合クラクラクラクラ

スのおスのおスのおスのお部屋部屋部屋部屋ですですですです。。。。昨年度昨年度昨年度昨年度、、、、共共共共にににに生活生活生活生活したしたしたした前前前前のののの青青青青バッチさんにバッチさんにバッチさんにバッチさんに教教教教わっているのですわっているのですわっているのですわっているのです。。。。そのそのそのその姿姿姿姿をををを見見見見ているんですねているんですねているんですねているんですね。。。。私私私私たたたた

ちちちち大人大人大人大人がががが伝伝伝伝えるよりえるよりえるよりえるより、、、、ちょっとちょっとちょっとちょっと大大大大きいおきいおきいおきいお兄兄兄兄さんおさんおさんおさんお姉姉姉姉さんがさんがさんがさんが身近身近身近身近にいることでにいることでにいることでにいることで、、、、子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは「「「「自分自分自分自分でもできるかなでもできるかなでもできるかなでもできるかな？？？？

やってみようやってみようやってみようやってみよう！」！」！」！」そんなそんなそんなそんな気持気持気持気持ちになるのですちになるのですちになるのですちになるのです。。。。またまたまたまた自分自分自分自分よりもよりもよりもよりも小小小小さいさいさいさい子子子子におにおにおにお世話世話世話世話をするのもとてもをするのもとてもをするのもとてもをするのもとても上手上手上手上手になりますになりますになりますになります。。。。

なぜならなぜならなぜならなぜなら、、、、ちょっとちょっとちょっとちょっと前前前前にににに自分自身自分自身自分自身自分自身がおがおがおがお世話世話世話世話をしてもらっているからですをしてもらっているからですをしてもらっているからですをしてもらっているからです。。。。私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、そんなそんなそんなそんな子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち同士同士同士同士のつながのつながのつながのつなが

りをりをりをりを間近間近間近間近にににに見見見見てててて、、、、子子子子どもからたくさんのことをどもからたくさんのことをどもからたくさんのことをどもからたくさんのことを学学学学ばせてもらっていますばせてもらっていますばせてもらっていますばせてもらっています。。。。私私私私ははははマリア・モンテッソーリのマリア・モンテッソーリのマリア・モンテッソーリのマリア・モンテッソーリの言葉言葉言葉言葉をををを思思思思いいいい

出出出出しますしますしますします。「。「。「。「平和平和平和平和はははは子子子子どもからはじまるどもからはじまるどもからはじまるどもからはじまる」」」」というというというという言葉言葉言葉言葉ですですですです。。。。このようにこのようにこのようにこのように新新新新しいおしいおしいおしいお部屋部屋部屋部屋づくりはづくりはづくりはづくりは、、、、こどもたちこどもたちこどもたちこどもたち同士同士同士同士がががが助助助助けけけけ

合合合合いいいい、、、、育育育育ちあいながらちあいながらちあいながらちあいながら繰繰繰繰りりりり広広広広げられていますげられていますげられていますげられています。。。。このこのこのこの先先先先、、、、黄黄黄黄バッチさんバッチさんバッチさんバッチさん赤赤赤赤バッチさんもたくさんバッチさんもたくさんバッチさんもたくさんバッチさんもたくさん刺激刺激刺激刺激をうけをうけをうけをうけ、、、、ますますますますますますますます

活発活発活発活発になっていくでしょうになっていくでしょうになっていくでしょうになっていくでしょう。。。。    
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五十音並べ五十音並べ五十音並べ五十音並べ    

      縦割りの環境にいる子ども達 

は、かなり早い時期から文字に 

ついても自然に興味を示しま

す。今、赤さんが夢中になっているお仕事に「五

十音並べ」というものがあります。これは五十

音表を書いた木の板が一文字ずつバラバラにな

っていて、一度外に出したそれらをパズルの様

に合わせて、表を作るだけのシンプルなお仕事

です。 

中には五十音を口ずさめる赤バッチさんもい

らっしゃいますが、自分一人で文字を並べるの

はまた違ったワクワク感があるようです。友達

が行なっている最中も気になって仕方がありま

せん。友達の間違いを指摘したくてうずうずし

ている子もいます。でもそれはしてはいけない

お約束になっているのです。誰でも人から言わ

れるのは嫌なものです。訂正板を使って、確か

めて間違いに気づいたら自分で正しく直すので

す。モンテッソーリ教育ではそれを「間違いの

自己訂正」といい、とても大切にしていること

のひとつです。 

 

     人は五感を通じて周りの環境を感じとりな 

がら日々生活しています。見る、聞く、味わ 

う、嗅ぐ、触る…幼い子ども達は、人生の中

で最も感覚が敏感な時期にいます。感覚は使えば使うほど

洗練され＜生きるちから＞が身についていくので、この敏

感期に応えるためのお仕事がモンテッソーリ教育にはたく

さん用意されています。中でも視覚に着目したお仕事の１

つが「色板」です。光沢のある色とりどりの絹糸が巻かれ

た美しい教具に、子どもたちは目を輝かせて取り組んでい

ます！色板には３つ箱があります。まず第１の箱は、赤・

青・黄の３原色が１対ずつ入っています。第２の箱は３原

色とその混合でできる色、紫・橙・緑・茶色に加えて桃・

白・灰色・黒が加わり１１色の板が１対ずつ入っています。

これらを使って色合わせのゲームや身の回りで同じ色を探

したりしながら自然と名称を覚えていきます。子どもたち

の色の世界がぐっと広がっていくのがわかります。そして

第３の箱は９色が７段階のグラデーションになっていま

す。大人でも見間違うくらいの微妙な色の違いですが、子

どもたちはいとも簡単に！いきいきと並べていきます。こ

うした色の違いに気づける感性が、未来の芸術家を生むの

かもしれないですね！ 

 

 

色板Ⅰ～Ⅲ色板Ⅰ～Ⅲ色板Ⅰ～Ⅲ色板Ⅰ～Ⅲ    テーブルを洗うテーブルを洗うテーブルを洗うテーブルを洗う    

      子どもたちが大好きな水を使う 

お仕事です。クレヨンやペンで汚れ 

たテーブルを子どもたち自身で綺

麗にします。汚れたテーブル面を、石鹸をつけたブ

ラシを使ってこすり、スポンジで拭き取り、乾いた

小布でふき上げます。バケツや洗い桶、水差し、ブ

ラシなど、活動に使う用具はすべて子どもたち自身

が取り扱える小さいサイズになっていて、用具の特

徴やその使い方を習ったあと、心ゆくまでテーブル

を磨き、用具を片付けるまでの一連の活動をしま

す。お家ではなかなかさせてもらう機会がない水を

使ったお仕事は子どもたちにはとても魅力的で、大

人がするような仕事をさせてもらう喜びで、長い工

程のお仕事をやり遂げ、ピカピカになったテーブル

をお友達にも褒めてもらって大満足します。これか

らの季節、テラスでの水のお仕事がますます活発に

なりそうです。 

ブラシを使ってクルクル磨く動きは、やがて鉛筆を

持って書く柔らかい手首を作っていきます。 

 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは決

して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子ども達は、自分でお仕事を選びます。私達は１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切にしていま

す。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私達は、観察を通して

適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

今月今月今月今月はははは、、、、保育参観保育参観保育参観保育参観がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、プライマリーのモンテッソーリのプライマリーのモンテッソーリのプライマリーのモンテッソーリのプライマリーのモンテッソーリの活動活動活動活動のののの様子様子様子様子をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介しますしますしますします。。。。それぞれのおそれぞれのおそれぞれのおそれぞれのお部部部部

屋屋屋屋のののの設定設定設定設定はははは、、、、感覚活動感覚活動感覚活動感覚活動、、、、数活動数活動数活動数活動、、、、言語活動言語活動言語活動言語活動、、、、日常生活日常生活日常生活日常生活のののの練習練習練習練習のコーナーにのコーナーにのコーナーにのコーナーに分分分分かれていますかれていますかれていますかれています。。。。子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは、、、、おおおお部屋部屋部屋部屋にににに

入入入入るとおるとおるとおるとお仕事仕事仕事仕事のののの棚棚棚棚をのぞきこみをのぞきこみをのぞきこみをのぞきこみ、、、、自自自自らららら選選選選びますびますびますびます。。。。またまたまたまた、、、、自分自分自分自分のののの引出引出引出引出しからおしごとをしからおしごとをしからおしごとをしからおしごとを出出出出してしてしてして、、、、つづきをつづきをつづきをつづきを仕上仕上仕上仕上げていきげていきげていきげていき

ますますますます。。。。黄黄黄黄、、、、青青青青バッチはバッチはバッチはバッチは時間時間時間時間をかけをかけをかけをかけ、、、、仕上仕上仕上仕上げていくげていくげていくげていく活動活動活動活動もももも増増増増えてきていますえてきていますえてきていますえてきています。。。。私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが選選選選ぶぶぶぶ様子様子様子様子をそっとをそっとをそっとをそっと見見見見

守守守守りますりますりますります。。。。あえてあえてあえてあえて、、、、声声声声をかけませんをかけませんをかけませんをかけません。。。。主体主体主体主体であるのはであるのはであるのはであるのは子子子子どもたちでどもたちでどもたちでどもたちで、、、、自分自分自分自分のののの意思意思意思意思をもってをもってをもってをもって活動活動活動活動にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ時間時間時間時間だからだからだからだから

ですですですです。。。。しかししかししかししかし、、、、時時時時にはにはにはには静静静静かにかにかにかに寄寄寄寄りりりり添添添添いいいい声声声声をかけますをかけますをかけますをかけます。「。「。「。「このおしごとこのおしごとこのおしごとこのおしごと、、、、昨日昨日昨日昨日やってみたけどやってみたけどやってみたけどやってみたけど、、、、どうだったどうだったどうだったどうだった？？？？もうもうもうもう一回一回一回一回やややや

ってみるってみるってみるってみる？」？」？」？」必必必必ずずずず、、、、自自自自らやってみたいらやってみたいらやってみたいらやってみたい気持気持気持気持ちをちをちをちを引引引引きききき出出出出すすすす言葉言葉言葉言葉がけをしていますがけをしていますがけをしていますがけをしています。。。。選択選択選択選択できるようできるようできるようできるよう準備準備準備準備をしますがをしますがをしますがをしますが、、、、少少少少

なくてもなくてもなくてもなくても多多多多すぎてもいけませんすぎてもいけませんすぎてもいけませんすぎてもいけません。。。。またまたまたまた、、、、おしごとはおしごとはおしごとはおしごとは同同同同じものがいくつもありませんじものがいくつもありませんじものがいくつもありませんじものがいくつもありません。。。。おおおお友達友達友達友達がしているとがしているとがしているとがしていると「「「「やってみやってみやってみやってみ

たいたいたいたい」」」」とととと思思思思うううう子子子子どもはどもはどもはどもは、、、、終終終終わるまでわるまでわるまでわるまで順番順番順番順番をををを待待待待ちますちますちますちます。。。。本当本当本当本当にやりたいにやりたいにやりたいにやりたい活動活動活動活動ですからですからですからですから、、、、待待待待つことができるのですつことができるのですつことができるのですつことができるのです。。。。私私私私たたたた

ちはちはちはちは、、、、そのそのそのその姿姿姿姿をををを見逃見逃見逃見逃さずさずさずさず、、、、必必必必ずそのずそのずそのずその日日日日のうちにのうちにのうちにのうちに実現実現実現実現できるようにしてあげますできるようにしてあげますできるようにしてあげますできるようにしてあげます。。。。そのそのそのその繰繰繰繰りりりり返返返返しがしがしがしが大大大大人人人人やややや子子子子どもどもどもども同士同士同士同士のののの

信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係やややや、、、、おしごとにおしごとにおしごとにおしごとに対対対対するするするする意欲意欲意欲意欲につながるからですにつながるからですにつながるからですにつながるからです。。。。おおおお部屋部屋部屋部屋のののの中中中中にあるにあるにあるにある物物物物にはにはにはには、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが扱扱扱扱いやすいいやすいいやすいいやすい子子子子どもサイどもサイどもサイどもサイ

ズであることはもちろんですがズであることはもちろんですがズであることはもちろんですがズであることはもちろんですが、、、、落落落落とすととすととすととすと割割割割れてしまうようなれてしまうようなれてしまうようなれてしまうような素材素材素材素材でできているでできているでできているでできている物物物物もありますもありますもありますもあります。。。。体験体験体験体験をとおしてをとおしてをとおしてをとおして扱扱扱扱いいいい

かたをかたをかたをかたを学学学学びますびますびますびます。。。。そのそのそのその姿姿姿姿はははは、、、、真剣真剣真剣真剣そのものそのものそのものそのもの。。。。このようにこのようにこのようにこのように、、、、大人大人大人大人とととと同様同様同様同様のののの本物本物本物本物をををを使使使使わせてもらったわせてもらったわせてもらったわせてもらった時時時時、、、、自尊心自尊心自尊心自尊心がががが育育育育ちまちまちまちま

すすすす。。。。そんなそんなそんなそんな姿姿姿姿もみていただけるでしょうかもみていただけるでしょうかもみていただけるでしょうかもみていただけるでしょうか。。。。今今今今はおはおはおはお部屋部屋部屋部屋からからからから、、、、テラスへとテラスへとテラスへとテラスへと活動活動活動活動のののの場場場場もももも広広広広がってきていますがってきていますがってきていますがってきています。「。「。「。「明日明日明日明日もやもやもやもや

ってみるってみるってみるってみる！！」「！！」「！！」「！！」「テーブルテーブルテーブルテーブル（（（（テーブルをテーブルをテーブルをテーブルを洗洗洗洗うううう））））のおしごとやってみたいのおしごとやってみたいのおしごとやってみたいのおしごとやってみたい！」！」！」！」子子子子どもたちどもたちどもたちどもたちのののの声声声声をキャッチしてをキャッチしてをキャッチしてをキャッチして、、、、明日明日明日明日へとへとへとへと

つながるおしごとをつながるおしごとをつながるおしごとをつながるおしごとを一緒一緒一緒一緒にににに楽楽楽楽しんでいきたいですしんでいきたいですしんでいきたいですしんでいきたいです。。。。    
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数の棒数の棒数の棒数の棒        

         感覚教材で「長い・短い」「多 

い・少ない」「大きい・小さい」 

の概念を十分身につけると子ども

たちが次に向かうのが数の世界です。数のお仕事の中で

も一番最初に行うのが『数の棒』です。「え？赤バッチ

さんでもう数？」と思われるかもしれませんが、子ども

たちは数の活動が大好きです。子どもたちは、普段の生

活の中でお菓子を数えたり、分けたり、牛乳をもっと入

れて～と要求したり…数量に関する活動をごくごく自

然に行っているからです。数は人の生活と共にあると言

えます。モンテッソーリの活動は日常の雑多な経験を正

しく整理づけてあげる役割も果たしているのです。 

「数の棒」は最短１０センチから最長１００センチま

での１０本の棒から成っていて、１０センチずつ交互に

赤と青に塗りわけられています。この棒を何度も数えて

いくうちに、子どもたちは「１が５あると５」「１が１

０あると１０」であることが分かるようになり、量の違

いを感覚的に学んでいくことができるのです。ここから

始まるモンテッソーリの数の活動は、人生を豊かにする

数の世界への扉を開いてくれるのですね！ 

 

 

     黄色バッチさんが今夢中になってい 

るお仕事に「靴を磨く」があります。普 

段履いている靴とは違う素材の「本皮の子

供靴」はそこに置いてあるだけで、子どもたちにとって

は、興味津々です。初めてこのお仕事を出した日は、「こ

れどうするの？」や「履いてみても良い？」など言いな

がら、子どもたちの人だかりが出来ました。 

靴を磨くためには、いくつかの用具が必要となりま

す。３種類のブラシと艶出しのパフと靴クリームです。

これらにはそれぞれ「靴の汚れを取るブラシ」「靴にク

リームを塗るブラシ」「靴をピカピカにするブラシ」「も

っとピカピカにするパフ」等の役割があります。自分で

靴クリームを付け、それぞれのブラシを使い分け無心に

磨いています。磨く時の「キュッキュッ」という音や、

だんだん皮が艶を帯びて変化していく様子などを楽し

めるお仕事ですが、この活動もまた、お子様方は、「書

く」ために必要な洗練された手首や、順序良く行なうと

いう秩序などを知らず知らずのうちに身につけていき

ます。 

 

靴を磨く靴を磨く靴を磨く靴を磨く    鉄製はめこみ鉄製はめこみ鉄製はめこみ鉄製はめこみ    

      鉄製はめこみは、つまみがついた鉄 

製の図形の型です。１４センチ四方の 

桃色の正方形の枠の中に、１０種類の

青色のつまみつきの図形（円、正三角形、正方形、長

方形、正五角形、台形、楕円形、卵形、花十字形、曲

線三角形）がはまっています。子どもたちは、自分の

好きな形を選び、紙の上に枠や図形を置いて、色鉛筆

でその縁をなぞります。鉄の枠の助けを借りてなぞる

ことで、きれいに曲線や直線を含んだ図形を描くこと

ができるのです。楽しくて何度も繰り返すうちに、自

然と鉛筆をもつための指先の力の調整や手首の柔ら

かさを身につけていきます。青さんにもなると、その

図形を組み合わせて作図をしたり、色を塗ったり、濃

淡をつけたりと、創造性を働かせて素敵な作品を作り

出します。芸術の世界への広がりもある子どもたちの

大好きなお仕事です。   

 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは決し

て言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切にしていま

す。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、観察を通して

適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

先月は、保育参観がありました。子どもたちは、ちょっとそわそわ・ドキドキだったり、「見てて」とはりきってい

る姿もみられましたね。 

少しご覧になられた方もいらっしゃったかもしれませんが、今青バッチを中心に、「食後の後片付け」が習慣となっ

ています。食事を終え、パジャマに着替えると、必要な道具を準備して、積極的に向かっている姿は、とても頼もし

いものです。この活動はモッテッソーリが「日常生活」と呼んだ活動のひとつです。食事の準備、片付け、食器を洗

う、植物の水やり、洗濯、掃く、ほこりを払う、磨く…たくさんありますが、私たちの生活のまわりにあるものです。

まさに大人にとっては、少し面倒に思う仕事ですが、子どもたちにとっては、これらの仕事が大好きです。「日常生活」

の活動は、歩行が確立し、両手が自由になったＩＣの時期から始まります。ＩＣでは、毎日デリさんへ大人と一緒に

行き、玉ねぎや、野菜をいただき、皮をむいたり、洗ったりする活動を楽しんでいます。子どもたちの遊びの様子を

みていると、玩具を使って、そうじをしたり、お料理をしたり、大人がしている活動、身のまわりの事にとても興味

を示していることが伝わってきます。家族の方が、園でお手伝いの様子をみられると、「家ではやらないんですよ。」

ということを耳にします。でも、ちょっとだけ、子どもサイズのほうきやちりとり、ぞうきんを用意したり…なんと

いっても“エプロン”を用意するのも大きなポイントです。自分のエプロンがあると、特別な意味あいを持たせ、気

持ちも高まります。自分のまわりでおきていることに興味をしめし、関わる経験は、家族の中で必要とされている、

大切にされていると感じることでしょう。最初の「食後の片付け」の話に戻りますが、プライマリーでは、青バッチ

が行っている姿をみて、黄色バッチはもちろん赤バッチも自らパジャマに着替えたあと、小さい皿を洗ったり、ゴミ

を集めたり参加しています。私たち大人が声をかけるのではなく、お兄さんお姉さんの姿をみて、「やってみたい」と

小さいながらも頼もしい姿です。自分の身のまわりに起きていることに興味を示し、実際に自分の体を使って活動す

ること、また、子ども同士の学びの場をこれからも大切にしていきたいと思います。    

    

（日常生活の練習）（日常生活の練習）（日常生活の練習）（日常生活の練習）    
（言語教育（言語教育（言語教育（言語教育））））    

（数教育（数教育（数教育（数教育））））    



2012.９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂文字板砂文字板砂文字板砂文字板    

      今、子どもたちがとても気にな 

っていることの一つに、“字を書

く”ということがあります。先生の書くメモ書き

や、年長児さんが自分の名前を書いたりする手の

動きをじっと見ている様子をよく目にします。 

そんな子どもたちにとって、初めて触れる文字

の教具が“砂文字板”です。これは、すべすべの

木の板の上に、ざらざらした紙を文字の形に切っ

て貼ったものです。 

感覚の教具の「触覚板」で子どもたちは、「すべ

すべ」「ざらざら」の感覚を沢山体験しているので、

文字の形を正しくとらえ、認識することが出来ま

す。何度も触り、音を発音し、先生の示す見本に

よって、正しい書き順を学びます。 

子どもたちの心の中は、「早く鉛筆を持って書き

たい！」という気持ちでいっぱいですが、ここで

焦らず、砂文字板を充分体験することが、後に美

しい文字を書くことにつながります。正しく鉛筆

を持ち、正しい筆順で、バランスの取とれた文字

を書くことは、一生の宝となります。 （Ｙ.Ｓ） 

 

    日常生活の練習には、子どもたちの 

好奇心をかきたてる魅力的な活動が

たくさんありますが、その中の一つに“鏡を磨く”

というお仕事があります。道具は、汚れた手鏡・

磨き液・綿棒・綿ボール３つ・ブラシです。小皿

に少量の磨き液を出し、綿棒で鏡面に塗りつけま

す。白く乾いたら、１つめの綿ボールで拭き、２

つめでくるくると磨き、３つめで仕上げ磨きをし

ます。溝に入った汚れもブラシできれいに掻きだ

すと、汚れた鏡がすっかりきれいに輝き、子ども

たちは「ほぉ」とため息をつき満足そうな笑みを

浮かべています。汚れても自分の力できれいにす

ることができ、それはとても気持ちのいいことだ

という感覚は大人になるまで引き継がれていく 

ことでしょう。 

 他にも“木”や“金属”などの異なる素材磨き

のお仕事もあります。これらを通じて子どもたち

は環境をきれいにしていくことの歓びを味わい、

また細かい指先や手首の運動を繰り返しながら

書くための手をつくっていくのです。 （M.I） 

 

鏡鏡鏡鏡をををを磨磨磨磨くくくく    
100100100100 とととと 1000100010001000 のののの鎖鎖鎖鎖    

    この年齢の子どもたちは、“数える” 

こと自体が楽しく、夢中になって行い

ます。銀行あそびなどでビーズを使って活動をし

てきた子どもたちは、そのビーズの塊の中に本当

に１００個や１０００個のビーズが詰まっている

のだろうかと１粒ずつ数えようとします。１００

のビーズは１０のビーズの棒が１０本横に纏めら

れた板状のもので、１０００のビーズはその１０

０の板を１０枚重ねて作られた立方体です。その

塊は、中を数えることが難しく、あるいはできな

いため、それらを鎖状にして数えやすくした教具

が“１００と１０００の鎖”です。 

子どもたちは小さな区切りを使って１粒ずつ、

数字が書かれた矢印の札を置きながらビーズを数

えていきます。数えたいと望む子どもは、８メー

トル以上もの長さの１０００の鎖に挑戦します。

そして、数は長くどこまでも連続していることを

実感します。数え終えたとき、子どもたちは疲れ

も見せず、特別大きな 

ことをやり遂げた満足 

感を感じるようです。 

（Y.K） 

 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

今年の夏は、いかがお過ごしだったでしょうか？夏ならではの遊びをご家族で楽しまれたことと思います。夏休み

明けの子どもたちは、満足した表情がたくさんみられました。  

先日、セミのぬけがらをもって登園してきたお子さんがいました。近くの公園に行くとた～くさんあったそうです。

「みんなにみせるんだ」と目を輝かせていました。図鑑の中にあるセミのぬけがらの部分をコピーした紙ももってき

ていました。お家で家族と一緒に図鑑をひろげて、「何のぬけがらかな？」と話しながら調べたのでしょうね。そこに

は、子どもの気持ちによりそい、子どものペースに合わせた時間があったんだろうなと、心があたたまった瞬間でし

た。 

子どもたちは、身近にある自然にたいしての愛情がとても豊かです。足元にある石や葉を大切に持っていたりしま

す。そして、必ず私たちに「みて！みて！」 

と見せにきます。葉を持ってきた子どもに、必ずふれてみて、「すてきだね～」とまずは、一緒にじっくり見てみます。

そこに言葉はありません。すると「あっ、穴があいているよ」と子どもが話し出します。「本当だぁ。穴があいている

ね」子どもの声をしっかり受け止めます。自分で気づいたことにとても誇らしげです。ついつい大人は、子どもたち

が言う前に行ってしまったり、知識や情報をたくさん伝えようとしてしまいますが、ちょっと子どもたち自身が主人

公であることに心配りをしてみましょう。子ども自ら感じた気持ちや言葉を引き出してあげることが、とても大切な

のではないでしょうか。裏もどうかな、また太陽にかざしてみたり、いろいろな方向から見せたりと、気づきをひろ

げてあげるのはその後でも遅くはありません。そして、正しい言葉を使います。決して、子どもの言葉に対して、「違

うよ○○よ」と直接訂正しないで、大人がただ、その物の正しい言葉を繰り返し伝えれば、子ども自身が気づき、子

ども自らが動き出します。その姿勢を大切に育てたいと思います。モンテッソーリは、「誤りを正すこと自体よりも、

誤りに気づくようになるのが大切だ、これに気づくということを学校生活の一部とする必要があります」と言ってい

ます。とても奥深い言葉だとは思いませんか？ 

私たち大人が、一日のうちほんのわずかでもいいので、生活のペースをスローダウンして、子どもと共感しあいな

がら、その時を過ごすことは、何よりも子どもたちの喜びとなるでしょう。これからの季節も楽しみですね。子ども

たちと感じあう瞬間をたくさん作れるといいですね。                プライマリープライマリープライマリープライマリー    A.YA.YA.YA.Y    

 

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活のののの練習練習練習練習））））    
（（（（数教育数教育数教育数教育））））    

（（（（言語教育言語教育言語教育言語教育））））    
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小小小小さいさいさいさい黒板黒板黒板黒板    

       砂文字板で文字の形にたくさ 

ん触れて、書くための準備が整

ったお子さんは、徐々に実際に書く活動へと進

んでいきます。モンテッソーリの言語教育では

まずチョークを使って文字を書きます。これが

「小さい黒板」というお仕事です。すりガラス

の下に、筆順ごとに色分けされたひらがな（１

画目は赤、２画目は青、３画目は黄といった風

に）のお手本を敷き、チョークでなぞるのです。

初めて触るチョークは子どもたちにとってとて

も魅力的である上に、ある程度の太さがあるの

でお子さんの小さな指でも鉛筆持ちの基本とな

る、親指・人差し指・中指の３点持ちを意識し

やすいのです。 

また、いつでも消せて何度でも書けるという

安心感もこの教具の良いところです。湿ったス

ポンジでこすれば簡単に消えるので、好きなだ

け繰り返し活動を行なうことができます。この

活動を通じて筆記用具を正しく持つ手や、筆順、

書く時の姿勢を自然と身につけ、そして何より

も書く楽しみを経験してゆくのですね。（M.I） 

 

    現在黄色バッチさんが楽しんで行なって

いるお仕事に「構成三角形」があります。構成三角形

とは、木製の５つの箱に、さまざまな色のついた三角

形の木の板が入っているものです。その中で初めて触

れるのは、「長方形の箱Ａ」です。 

この箱の中には 「1 対の正三角形」「2 対の直角三

角形」「2 つの異なる三角形」が入っています。たくさ

んの三角形がありますが、初めは特徴のある３図形か

ら行ないます。絨毯の上に三角形をバラバラに置き、

まずは「同じもの探し」を行ない、同じ色と形の図形

がピッタリ重なる事を楽しみます。その後、それぞれ

の三角形の一辺についている黒い線を向かい合わせ、

そーっと慎重に近づけ四角形を作ります。この黒線同

士が、ゆっくり近づいて吸いつくように合わさる様子

に子どもたちはワクワクドキドキするようです。 

この要領で図形を増やしていき、最終的には 7 種類

の四角形が出来上がります。それぞれの四角形の名前

も知り、それら全てが、2 枚の三角形から構成されて

いることを子ども達は理論ではなく「視覚」という感

覚を使って学びます。           （K.S） 

 

構成三角形構成三角形構成三角形構成三角形    

～～～～長方形長方形長方形長方形のののの箱箱箱箱ＡＡＡＡ～～～～    

小布小布小布小布をををを洗洗洗洗うううう    

    夏から、テラスで青バッチさんを 

中心に「小布を洗う」というお洗濯

のお仕事が流行っています。洗濯は、今ではス

イッチ一つで洗濯機がしてくれる便利な時代で

すが、そうしたものに頼らずとも、自分が着た

物や汚れ物を子どもたちが自分の手を使って綺

麗にする方法をここでは経験します。 

お仕事で汚れた小布や雑巾などを、たらいの

中で洗濯板を使い石鹸で洗います。汚れた部分

が大きいほど子どもたちははりきってゴシゴシ

洗濯板の上で泡立てを行います。このお仕事は

使う道具も多く、準備から洗濯物を干すまで工

程はとても長いものですが、手順を記憶し、手

や腕を工夫しながら動かしてお仕事に集中し、

やり遂げる様子を見ていますと、いろいろなお

仕事の積み重ねの上にできるようになったのだ

なと感慨深いものを感じます。洗濯板は簡易な

ものであれば、ワンコインで手に入るものです

ので、ぜひご家庭でも親子で洗濯を楽しんでみ

てください。 

（Y.K） 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

今年度も半年を過ぎようとしています。ＩＣから移行してくる緑バッチさんも増え、積極的に新しい環境へと向かっ

ています。モンテッソーリ活動では、ＩＣの「おしごと」とは異なる教具に目を輝かせています。それは、感覚教具

といわれるもので、ＩＣには置いていないものなのです。      

今回は、そんな緑バッチさんにぴったりのおしごとを紹介したいと思います。それは、「ピンクタワー」です。感覚

教具の中でも有名な教具の一つです。ピンク一色に塗られた、１㎝きざみで大きさの違う 10 個の立方体でできていま

す。大きいものから順番に積み上げてタワーを作ります。緑バッチさんはだいたい大きい、小さいがわかってきます

が、ピンクタワーにふれることで、その概念が明確になっていきます。まずは一緒にピンクタワーをひとつひとつじ

ゅうたんに運びます。そして、大人が正しいやり方を見せてあげることを大切にしています。（これを提供といいます。）

大人が見せてあげる時は、子どもが目で追え理解できるスピードでゆっくり積み上げます。積み上げていると「次は

私…」と触りたくてしかたのない表情で待っています。最後に一番小さなピンクタワーが絨毯に残るとき、子どもと

目が合います。そして、一番上に乗せると、子どもは何とも言えない表情で、私を見つめ、拍手をしてくれるのです。

子どもがよく見て、気持ちを十分ためていくことが、とても大切です。一辺が１センチの立方体を指先でつまみ、乗

せるときは大人でもなかなか難しいものです。その緊張感が子どもにも伝わるようです。一番大きいピンクタワーも

子どもにとっては、重量感があります。緑バッチさんは、ＩＣのおしごと「日常生活の練習」で、たくさん手を使え

るようになってきています。意識しながら、手を使い、一つひとつ積んでいきます。時には、一つ抜かして積んでし

まうこともあります。私たちは、気づいても知らないふりです。ちょっと待ってあげることで自ら気づく力の育ちを

大切にしたいからです。子どもは正しく行おうと繰り返します。この気持ちを育てたいのです。大きい、小さいが曖

昧だった緑バッチさんにとって、楽しい教具のひとつです。 

子どもたちが、自ら教具と向き合っている時、私たちは、子どもが一人でできるのを一歩引いて見守ります。「すべ

ての不必要な援助は発達の邪魔になる」モンテッソーリの言葉があります。この言葉に私は、自分の言動に立ち止ま

る事ができます。きっとできる。そんなメッセージを子どもたちに送りながら、子どもたちとモンテッソーリ活動を

楽しみたいと思います。                                

 

 

（（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活のののの練習練習練習練習））））    
（（（（言語教育言語教育言語教育言語教育））））    

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    
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移動五十音移動五十音移動五十音移動五十音    

以前にご紹介した「砂文字板」を 

経験し、筆順通りに指先で文字が書

けるようになった子どもたちは、それらの独立し

た１文字１文字を使って「ことば作り」をしたく

なります。そこで登場するのが「移動五十音」で

す。これは透明の小さなﾌﾟﾗ板それぞれに 50 音

が書いてあり、お菓子の箱のように仕切りのある

箱の中に、各文字が７～８枚入っている物です。 

絨毯に一文字一文字選んで自分で組み合わせ

て、身近にある様々な言葉を作り出し並べます。

この活動では、先生は子どもたちの作る言葉を

「作る」ではなく、「書く」と言います。モンテ

ッソーリ教育では、実際に「鉛筆を持って書く」

前に、以前紹介した「砂文字板」「五十音並べ」「小

さい黒板」などの他にも、様々な語彙の拡充活動

や 3 本指で鉛筆を持つための経験をします。モン

テッソーリ教育では１つの事を成し遂げるため

の、その準備には綿密なプログラムが含まれてい

るのです。              （K.S） 

視覚に訴える感覚教具の中でも、 

“葉の形”に着目した「葉の箪笥と

カード」というお仕事が子どもたちに人気です。 

３段の引き出しの中には１５種類の様々な葉の

形が入っていて、子どもたちはまずこれを指でな

ぞり形を確かめ、目でその違いを見つけながら形

を吸収していきます。何度も経験した後には名前

も与えるのですが、“とうらんけい”“しんぞうけ

い”“やじりじょう”“とうだいうじょうけい”な

どなど…。その難しい名前も子どもにとってはと

ても魅力的なのです。活動の展開として今の季節

は、お散歩に行った時に落ち葉拾いをしてみたり、

知っている名前の葉を探したりもしています。こ

ういった活動を通じて子どもたちの植物や自然界

に対する興味もぐっと広がり、後につながってい

くのでしょうね。            （M.I） 

 

葉葉葉葉のののの箪笥箪笥箪笥箪笥とカードとカードとカードとカード    はめこみはめこみはめこみはめこみ世界地図世界地図世界地図世界地図    

今年の夏はロンドンオリンピック 

もあり、世界の国や国旗などに関心

が集まりました。 

子どもたちが広い世界に目を向ける機会を準備

するため、モンテッソーリの文化の教具には地球

儀や世界地図などがあります。 「はめこみ世界地

図」はアジア、ヨーロッパ、アフリカ、南米、北

米、オセアニア、南極が７色に色分けされ、それ

ぞれにつまみがついたパズルです。子どもたちは

各大陸や大洋の名称や位置・形などを、パズルを

しながら覚えたり、その後世界地図を紙で作る活

動に進んだりします。世界全図の他に、各大陸別

に国ごとのパズルも準備されています。更に知り

たい望む子どもたちには、今後まず日本を含むア

ジアの国々から紹介をしていく予定です。覚える

ことが早くて大好きな子どもたちに負けないよう

に、私たち大人も一緒に楽しみながら活動したい

と思います。             （Y.K） 

 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

スポーツデーでは、子どもたち.保護者の方たちの笑顔がたくさん見られましたね。また、子どもたちの真剣な表情

もとても印象的でした。 

 モンテッソーリ活動でも、真剣な表情にたくさん出会えます。ある赤バッチの男の子のお話です。登園しても、な

かなかお部屋に入らず、時には廊下でゴロゴロと寝転がってしまう姿も見られました。そんなことが続いたある日、

彼が自ら選択したものが“切る”活動です。大好きなカブトムシの形を切るお仕事でした。 

 ４月当初は、ハサミを持つこともぎこちなく、上手くいかないので、すぐに「先生やって！」と手伝いを求めたり、

手を止め、途中であきらめてしまうこともありました。今回も、初めはそんな姿でした。「先生やって！」私たちはも

ちろん、その言葉に寄り添い、「先生もお手伝いするけど、よく見ててね」ハサミの持ち方、切る動作をゆっくりと見

せます。初めは、見ることが中心でした。でも、このことは決して無駄ではありませんでした。あるとき、私がお部

屋に入ると、真剣な表情でハサミを持ち、集中している彼の姿が見られたのです。正直、「先生やって！」と話しかけ

てくるかな？待ち構えている自分がいました。でも、なかなか言ってきません。そして、「先生見て」と持ってきたカ

ブトムシは細かい部分は少し切れてしまったけれど、彼にとっては、自分で最後までできた――そのことをじっくり

かみしめているような表情でした。自分自身の中で、「ぼくはできるんだ」そんな気持ちが生まれてきているようでし

た。そして、次の日もまた次の日も、繰り返し切る活動に向かっていました。 

 モンテッソーリは「繰り返すことはとても大切です」と言っています。“繰り返し”とは、何度も何度も心ゆくまで

同じ動きや活動を、繰り返したいという欲求の１つです。そして、満足したとき、子どもは次へと向かっていきます。

大人の合理性から考えると、対して価値のないことのように思えても、同じことを繰り返し、集中することで、子ど

もたちは成長します。そのことを、彼の姿を通して、改めて実感しました。 

                                      プライマリープライマリープライマリープライマリー    ＡＡＡＡ・・・・ＹＹＹＹ    

 

（（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    （（（（文化教育文化教育文化教育文化教育））））    （（（（言語教育言語教育言語教育言語教育））））    

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    
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数字数字数字数字とととと玉玉玉玉    

モンテッソーリの数の活動は「数 

と量の一致」から始まります。３の

量は『● ● ●』で数字で表すと「３」になる、

ということを色々な活動を通じて理解していきま

す。その中の１つが『数字と玉』です。木製で両

面が赤い切り抜き数字（１～１０）と、赤い玉５

５個が箱に入っていて、じゅうたんにまず数字を

並べます。最初は表裏を逆に置くこともあります

が、数字の形がしっかり定着してくると、正しく

並べられるようになります。次にその数字の下に

同じ数だけ赤い玉を２列に並べていきます。４は

２つずつ２列、６は３つずつ２列に並べますが、

５や７の奇数は最後の１つを２列の間に並べま

す。こうして全てを並べ終えると、じゅうたんに

きれいな数と量の一覧表ができあがるわけです。

並べた玉の真ん中に指を通していくと、玉が２列

にならんだもの（偶数）、真ん中に１つあってぶ

つかるもの（奇数）が交互にくることにも気づき、

子どもたちの「おもしろい数の世界」は広がって

いきます。             （Ｍ.Ｉ） 

 

周囲の環境に配慮が出来るように 

なった子どもたちは、いよいよ自分

自身の「ふるまい」に興味を持つようになります。

「手を洗う」お仕事は、IC でも行なっております

が、プライマリーでは、さらに合理的な段取りや

正確な動きの内容になります。まず、水差しで汲

んできた水を洗いおけに移し、手を水に浸し注意

深く水をきります。石鹸をつけて手の平や甲、爪

ブラシを使い丁寧に洗います。その後タオルを使

い手を拭く時は、指を一本一本拭き、最後にロー

ションを塗って終了します。子ども達は、「自分で

したい」という要求に従って長い工程の提供を集

中して覚え再現します。いつも洗っている手です

が、まるで「儀式」のように行なう姿は、いつも

と違った面持ちです。普段の生活でも「鼻」をか

んだり、安全ピンをつけたりする子供たちに、急

いでいる時、大人はつい手を出してしまいがちで

すが、子ども達が自分の「ふるまい」に気遣う事

に対して周囲の大人が是非尊重してまいりましょ

う。                 （Ｋ.Ｓ） 

 

手手手手をををを洗洗洗洗うううう    

幾何立体幾何立体幾何立体幾何立体のかごのかごのかごのかご    

～～～～立体作立体作立体作立体作りりりり    

「幾何立体のかご」というモンテ 

ッソーリ教具があります。かごには

覆い布が掛けられ、中に１０個の立体（球、立方

体、円すいなど）が入っています。子どもたちは

布の下のかごから任意の立体を一つずつ取り出

し、手で十分触り、いろんな方向から見て立体の

特徴を掴み、その後名称を知ります。何度も繰り

返すうちに名称を聴くだけで、布の下のかごから

立体を手探りで取り出すようになります。赤さん

から行える活動ですが、青さんにもなると、その

立体を工作などで再現します。子どもたちは画用

紙の上に立体を置き、面を写し取り、切って立体

を組み立たり、粘土で球体を作ります。自分たち

で工夫しながら作り上げる様子を見ていますと、

触覚や視覚など感覚を使って取り込んだ立体のイ

メージは心の目に深く刻まれているように思えま

す。保育室などで、青い画用紙や粘土で作った立

体を吊り下げたモビール作品をご覧になってみて

下さい。                （Ｙ.Ｋ） 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

 先日、「お父さんお母さんの勉強会」がありました。その中でのバター作りでは、生クリームを容器に入れて、バタ

ーを作るのですが、容器を振ると「シャカシャカ」していた音がだんだん小さくなり、またふり続けると…音がしな

くなり、ふたを開け容器の中をのぞくと…ここはあえて言いませんが、とても楽しい体験でした。「早速、子どもと一

緒にやってみました。」という方がたくさんいました。 

実際に行う体験は、たくさんのことを教えてくれます。私たち大人は、ある程度知識や体験を積んでいますから、

想像ができますが、子どもたちはどうでしょう？「生クリーム？」「バター？」はじめて出会うお子さんもいるでしょ

うね。生クリームの性質も意識的に見せてあげることで、出来上がりの変化について、自らの気付きがたくさんある

ことでしょう。また「音」も楽しむことができました。栄養士の大橋先生が「まずは大人が楽しいと感じることが大

切です。」とお話しされていました。みなさんとても楽しんでいらっしゃいました。 

五感を使って、自分の身の回りのことを吸収するチャンスは身近にあると思います。私たちは、モンテッソーリ活

動だけでなく、一日の保育の中で自分の体を使って感じる体験を大切にしています。そして、活動の中で教具ととも

に整理づけするのです。モンテッソーリ著の本の中に、「この年齢の子どもは身の回りの物を自分の手を使って経験せ

ずにはいられないものでして、それが人間発達の自然法則とでもいうものです。そうすることが実用的にも知識を取

り入れるためにもかなっているわけです。」と述べています。子どもは、生まれてから最初の 6 年間をわけのわからな

いままに、現実の中に生きています。自分の身の回りにある物に興味があり、「これなぁに？」の質問を投げかけてき

ます。その興味も尊重しつつ、「これなぁに？」の質問に面倒くさがらずに答えてあげるといいですね。言葉で整理し

てあげるつもりで、どうぞ。モンテッソーリ教具がお家になくても、実体験は身近にあります。例えば、りんごを食

卓に切って並べる前に、りんごそのものに触れる時間を作ったり、年齢によっては、自ら切ったり、出来ることはひ

とつだけではないはずです。これからもプライマリーでは“まつぼっくり、どんぐり”などにふれながら、楽しい体

験をたくさんさせてあげたいと思います。 

 

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活））））    （（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    （（（（数教育数教育数教育数教育））））    

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    
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絵合絵合絵合絵合わせカードわせカードわせカードわせカード    

子どもたちは「ことば」を覚えた 

い気持ちで溢れています。実物を使

って「ことば」を獲得するのが一番ですが、それ

には限界があり、そこで登場するのが「絵合わせ

のカード」です。14センチの正方形の画用紙2枚

に同じ絵のついている物が６～７組あり、同じ絵

カードの一方にはその物の名前が書かれておりも

う一方は名前がついていません。そのかわり名前

だけが記されている小さなカードがついていま

す。初めは同じ絵と絵を合わせる事からしますが、

そのうちカードについている字と字を合わせま

す。「字」を形としてとらえている段階の子ども

たちは、これを何度も行ないます。その後「字が

読みたい」という気持ちに変わっていきます。カ

ードの絵は子どもたちの身近な食べ物や動物から

始まり、恐竜や岩石など科学につながる年長児用

の物まで様々です。この活動には絵を助けとして

楽しく「ことば」を覚える工夫が詰まっています。 

（K.S） 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか

今

新しい年を迎えましたね。みなさんご

私は先月、育児支援のひとつ「出産

をお二人は、楽しみにしていることと

した。わが子がお腹の中にいたこと

らためて、この世界のすばらしさを

 お腹にいる赤ちゃんが、一番初め

「嬉しい」という気持ちです。目に

して、これから生まれ出ていく世界

児自身も内にある力で自分を作っていくん

の方もいらっしゃると思いますが、

月の間に構造的な発達をするそうです

私も、目の前にわが子がいるようにたくさん

と、とてもうれしかったものです。

ニケーションが、母親になる気持ち

みなさんも我が子の出産のことを

みになることでしょうね。私ももっともっと

のものにしながら、お子さんの姿をご

                                     

 

（（（（言語教育言語教育言語教育言語教育））））    

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ

 

床に書いた線の上をゆっくり歩く 

「線上歩行」という活動です。多少

線から外れたり、さっさと速く歩くならばそれほ

ど難しくないのですが、意外と大人にも難しいも

のです。初めは、ゆっくり普通に歩きます。次に

ゆっくり短い歩幅で歩き、慣れてくると、かかと

とつま先をつけて歩きます。その後は、手に旗を

持ったり、頭にお手玉を載せたり、足元以外の部

分にも注意を払いながらバランスをとって歩きま

す。練習が進めば、水を注いだグラスや鈴、ろう

そくを持って上手に歩くこともできるようになり

ます。この活動は、運動をコントロールすること

により、自分の心が命じたように身体を動かすこ

との練習になり、平衡感覚、美しい姿勢も身につ

けていきます。子どもたちは全神経を集中し、注

意力を働かせ、心を落ち着けて活動します。一本

の線とゆっくり歩く、というちょっとした制限を

与えるだけで、子ど 

もたちはこの活動に 

意欲を燃やし、繰り 

返し楽しむのです。 

    (Y.K) 

 

線上歩行線上歩行線上歩行線上歩行    

は正方形、

箱の中は赤

に１センチから

の図形が入

に自由に並

お約束はたった

（内接か外接

この単純な

い幾何模様

様々な感覚教具

い、五感を

らではです

り上げる楽

いと感じる

徴です。また

必要とされるので

たモンテッソーリ

もしれませんね

 

 

ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使

、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの

ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性

どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお

今 、    な  お 仕 事しゅん 

みなさんご家族の方たちと楽しい時間を過ごされたことでしょう

出産を迎える親の体験学習」で 1 組のご両親とお話をしました

しみにしていることと、お互いに支えあっている様子にふれ、自分自身

にいたこと、そして、出産のこと。「モンテッソーリ教育の胎児

のすばらしさを実感します。 

めにもらうプレゼントは何だと思いますか？それは、

に見える物よりも、母の思い、喜びはつながっているのですね

世界を自分のものにしていくそうです。母親の胎内で守

っていくんですね。また、感覚器官も早い時期から、急速

、2 ヵ月、3 ヵ月から機能しはじめているそうです。

をするそうです。この頃から赤ちゃんは言語を習得しはじめているのですね

がいるようにたくさん語りかけました。時には元気に力強くお

。私の中で命が育っていることを実感した瞬間でもありました

ち、わが子への思いを高めてくれました。 

のことを思い出すことがありますか？今年１年もその頃を思

ももっともっと乳児教育を学んでいきたいと思います。日々

をご紹介してまいります。 

                                         

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活））））        

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

幾何図形重幾何図形重幾何図形重幾何図形重ねねねね    

青バッチさんに人気のお仕事の中 

に、幾何図形重ねがあります。教具

、円、正三角形が入った３つの箱です。

赤、青、黄に仕切られており、それぞれ

センチから１０センチの薄いプラスチック製

入っています。これらをじゅうたんの上

並べて図形を構成する活動になります。

はたった１つ、「図形と図形をくっつけて

外接）並べること」です。子どもたちは

な教具を使って、じゅうたんに実に美し

幾何模様を作り上げていきます。これまでに

感覚教具を使ったお仕事を繰り返し行な

を十分に洗練させてきた青バッチさんな

です。図形を組み合わせて新しい図形を作

楽しさに気づき、秩序だった配色を美し

じる美的感覚を育てるのもこのお仕事の特

また非常に細かい手指の動きや忍耐力も

とされるので、まさにこれまで積み上げてき

たモンテッソーリ活動の集大成と言えるお仕事か

もしれませんね。         （M.I） 

使ったり、「あなたもやりなさい」などは

ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

個性がありペースが違うのです。私たちは、

かせてもらうようなつもりでお読みください。 

仕 事 

ごされたことでしょう。 

をしました。第 1 子の誕生

自分自身のことを懐かしく思いま

胎児の世界」にふれるとあ

、妊娠を初めて知った時の

びはつながっているのですね。母の思いを通

守られながらも、すでに胎

急速に発達します。ご存知

。聴覚は、2 か月から 5 か

しはじめているのですね。 

くお腹をけって反応してくる

でもありました。そんなコミュ

思い出され、子育てへの励

日々の保育を通して、自分

（（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    
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ひみつひみつひみつひみつ袋袋袋袋    

感覚教具の中におもしろい 

名前の教具があります。その名

も「ひみつ袋」です。１対の巾着袋の中には

子どもたちの興味をそそる小物が入ってい

ます。例えば今入っているのが、木製のこま、

貝がら、スポイト、さいころ、注射器などで

す。まずじゅうたんの前に巾着を持った２人

が並んで座ります。先に出す人が袋の中に手

を入れて好きなものを１つ取り出し、もう１

人も同じものを手探りで探しじゅうたんに

並べます。お約束は『袋の中を見ないこと』

です。これは触覚の中でも手のひらで触って

立体を識別する感覚を洗練させる活動です。

いつも子どもたちがわくわくできるように、

意外性のあるものや様々な素材のものを頻

繁に入れ替えて「ひみつ袋」を準備していま

す。              （Ｍ.Ｉ） 

 

夏場はテラスでピッチャー 

とグラスを使って、冷たいお茶

のサービスを行なっていましたが、今回は温

かいお茶をティーカップでお出しします。ま

ず、ティーポットのふたを抑えながら、慎重

にカップに注ぎます。それをトレイにのせ、

お客さま役のお子様の前にお持ちします。は

じめは受け皿を両手で持ちテーブルへ置く

とき、手が震えていたり、緊張の面持ちだっ

た子どもたちも、回を重ねるうちに笑顔で

「どうぞ」と言えるようになります。また、

カップをさげる時、「お味はいかがでした

か？」「おいしかったです。」と、言葉をかけ

合う様子は本当にほほえましく感じます。こ

の様な事を繰り返すうちに、子ども達の中

に、自然と「独立心」や「社交性」が身に付

きます。            （Ｋ.Ｓ） 

 

おおおお茶茶茶茶のサービスのサービスのサービスのサービス    切手切手切手切手あそびあそびあそびあそび    

以前グループで活動する「銀 

行ごっこ」をご紹介しました

が、ビーズで経験を重ね、量感覚を掴むと、

子どもたちは、今度は１人でたしざんやひき

ざんなどの計算のプロセスに取組みます。そ

れが切手あそびです。この切手とは 2.5cm

平方の色つきの木片に 1,10,100,1000 と

いう数字が書かれた教具です。子どもたち

は、問題集から紙に問題を写し、切手を使っ

て答えを出し、紙に答えを書きます。繰り上

りや繰り下りがある場合も、1 の切手 10 個

と 10 の切手 1 個を交換するなどして答え

を出します。そして最後に自分で問題集につ

いている答えを確かめ、間違ったとしても、

他人から指摘されることなく、自らそれに気

づいてやり直し、正しい答えを出すことの楽

しさを知ります。        （Ｙ.Ｋ） 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

今年度も残すところ 2 ヵ月となりました。今年 1 年振り返ると子どもたちは、身体も大きくなり、心の成長も

ひとまわりもふたまわりも大きくなったことでしょう。あるお母さんのお話の中に、“おしごと”をさせてあげ

たいという声をききました。また、朝遅くなってしまうと、「“おしごと”終わっちゃいました？」と聞いて下さ

います。モンテッソーリ活動の時間を大切に考えてくださる声をうれしく思います。 

 “おしごと”を通して、どんなところが成長したなと感じますか？お子さんが持ち帰ったおしごとの数々…そ

れは、自分の名前を書けるようになった、たしざんができるようになった、はさみで細かい物も切れるようにな

った等、たくさんの「できた！」を、作品を見て感じることでしょう。それももちろんなのですが、そこにたど

りつくまでには、数々の子どもたちの姿があります。ある黄色バッチさんのお話です。必ず途中でわからなくな

ると、他の子とお話を始めたり、最後まで終わることが出来なかったりを繰り返していました。そこで、「わか

らなかったら、聞いていいんだよ」とお話をして様子をみていました。最初はなかなか、手が止まってしまい時

間もかかりましたが、やっと完成することができた時はとても嬉しそうで、自分で最後までできたことが自信に

つながった瞬間でした。それからは、おしごとの誘いもやる気に満ち、出来ない時には、自ら聞いてくることも

多くなり、積極性も見られています。今の時期は、適度な刺激と、見守り待つことを繰り返しながら、子ども自

身が動き出すプロセスを大切に育ててまいりたいと思います。 

このようにおしごとを通して、自主性や自立心が育ちます。そして、必ず同じ場所に片付けたり、使った物を

新しく準備したりすることは、次に使うお友達のため、まわりへの思いやりも育ちます。ただ結果だけにとらわ

れず、子どもたち一人ひとりが、ここまで活動を終えられたことを振り返りながら、一緒に喜びたいです。そし

て、今何に興味があって、どんなところを伸ばしてあげたいのか、私たち大人同士が一緒になって考え活動を準

備することを大切にしていきたいと思います。    

 

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活））））    （（（（数教育数教育数教育数教育））））    （（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    

モンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリモンテッソーリ教育教育教育教育のののの小窓小窓小窓小窓    

プライマリープライマリープライマリープライマリー    秋元有里秋元有里秋元有里秋元有里    
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雑音筒雑音筒雑音筒雑音筒    

子どもたちが、夢中になるお仕 

      事に、「雑音筒」があります。こ

の教具は、１つの箱に赤のふたのついている筒

が 6 個、もうひとつの箱に青いふたのついた筒

が 6 個入っていて、それぞれの筒の中には、石

や砂などで音の強さの違うものが入れてあり

ます。まずは、赤いふたの筒と、青いふたの筒

を交互に耳元で振って、同じ音の物をさがしペ

アにします。その後同じ色のふたの 6 本をそれ

ぞれ強いものから弱い物へ並べるのです。子ど

もたちは、何度も振ってその音を聞き分けよう

と一生懸命です。時には目をつぶり聞き入って

いる子どももいます。大人にとって何てことな

い音にも子どもたちは興味をひかれるのでし

ょう。これを繰り返すうちに子どもたちはかす

かな音まで聞き分けるようになります。(K.S) 

美しいものが大好きな子ども 

たちのために、モンテッソーリ園

のお部屋には小さな花瓶に入った花がよく飾

られています。花を愛でる心や、季節の移り変

わりを感じる心を育てる環境作りでもありま

す。そしてこれらの花もちゃんと生きていて、

お世話が必要なのだと学ぶことができるのが

「花の水替え」のお仕事です。花瓶をブラシで

洗って新しい水を注ぎ、ぬるぬるした茎を洗

い、水の中で茎を切る水切りを行います。そし

て茎の切り口を虫眼鏡で観察し、水を吸ってい

ることを確認します。「お水を飲んでるね～」

と覗き込む子どもの顔は真剣そのものです。こ

のような日常の小さな植物との関わりが、自然

界への興味へとつながってゆくのでしょうね。 

      （M.I） 

 

花花花花のののの水替水替水替水替ええええ    国旗国旗国旗国旗    

卒園を前に、これまで取り組ん 

できたお仕事を仕上げるため、登

園するとすぐにそれぞれの課題に向かう青バ

ッチさんの姿が見られます。アジアの国旗の本

を作るお仕事もその一つです。最初に、アジア

の国のはめ込みパズルをして、地図を作り、そ

の後国旗のお仕事に進みます。準備されたファ

イルの中から自分で好きな国の国旗を選び、図

案に色を塗り、国名を書きます。50 近い国を

仕上げるのはとても根気のいる作業ですが、一

つ一つ丁寧に仕上げています。最近、船で世界

各地を旅された先生から、寄港地の国のお話を

聴いたり、写真をスライドで見せて頂く機会が

ありました。好奇心旺盛な子どもたちが世界の

国々に目を向ける機会をたくさん探したいで

す。               （Y.K） 

 

 

＊保護者の方に“お仕事”をご紹介する目的で作ったページです。「我が子はやっている、やっていない」のチェックに使ったり、「あなたもやりなさい」などは

決して言わないで下さい。モンテッソーリ教育では、基本的に子どもたちは、自分でお仕事を選びます。私たちは１人ひとりの“自己選択”の力の育ちを大切に

しています。時期が来たら必ず自然と興味を持ちますし、基礎から積んでいくことが大事です。そして、１人ひとり個性がありペースが違うのです。私たちは、

観察を通して適切な誘いかけをしていきます。どうか、子どもたちのモンテッソーリのお部屋をそっと覗かせてもらうようなつもりでお読みください。 

今 、    な  お 仕 事 しゅん 

先日の“成長を喜ぶ会”では、ご家族の皆さんと一緒に子どもたち一人ひとりの成長を振り返ることができました

ね。他のバッチの姿を通してお子さんの成長を改めて感じたり、まだ見ぬ先のお子さんの姿を想像してみたりしたの

ではないでしょうか。 

 いよいよ、就学・進級が近づいてきました。先月に入り、青バッチさんが中心に行なってきた食後の片付けを黄色

バッチさんが行っています。とても感心させられます。しかしまだ青バッチさんが行なっていたように時間どおりに

終わることはできません。時にはトラブルも生じます。でも黄色バッチさん一人ひとりの気持ちの中に、次は私たち

が手本となりリーダーになる気持ちが芽生えていることを感じます。その中に赤バッチさんや緑バッチさんも時々参

加しています。何とも微笑ましい姿です。 

 プライマリーは、子どもたちの学びの場である通り、子どもたちが自ら自分たちの生活の場を作り上げていること、

自分たちで何かをしたいということをこの一年を通して実感します。また、青バッチさんの存在を改めて感じました。

憧れの青バッチさんの存在が、今こうして新しいバッチへと引き継がれています。そのことを実現できる環境作りを

私たち大人が大切にしなければなりません。 

 青バッチさんが卒園する日が近づいてきます。６才までのこの時期にモンテッソーリ教育にふれ、実体験を通して、

心も体も大きくなりました。自信をもって新たな場所で自分の世界を広げていってください。 

 モンテッソーリ教育は、「平和教育」とも言われます。子どもたちが自分を大切にすること、他者への思いやりや感

謝の気持ちをもつこと…そんなことを日々、一緒に感じ学んでいきたいです。「平和は子どもたちから…」この言葉の

ように、平和が子どもたちを通してつながっていきますように…。 

                                         

 

 

（（（（日常生活日常生活日常生活日常生活））））    （（（（文化教育文化教育文化教育文化教育））））    （（（（感覚教育感覚教育感覚教育感覚教育））））    
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